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　2020年 12月，第 32回「理学療法ジャーナル賞」の受賞者が決定した。本賞は，
同年 1年間に『理学療法ジャーナル』誌に掲載された投稿論文の中から特に優秀な論
文を編集委員が顕彰し，理学療法士の研究活動を奨励するもの。2020年は総投稿数
149編のうち，下記 4論文が準入賞，奨励賞に選ばれた。なお COVID︲19の影響によ
り，贈呈式は前回に続き中止された。
【準 入賞】木村友亮，他：急性期脳卒中患者における長下肢装具を用いた歩行練習が
身体機能と移動能力の長期予後に与える影響（第 54巻第 8号，報告）

【奨 励賞】石月亜由美，他：心臓再同期療法後の心不全患者に対する訪問リハビリテー
ションにより日常生活動作が改善した要介護症例（第 54巻第 3号，症例報告）

【奨 励賞】鶴木恵，他：肩関節拘縮例における関節包と関節可動域の関連性の検討（第
54巻第 5号，報告）

【奨 励賞】菅谷力也，他：肩甲骨引き寄せ距離と投球肘障害の関連（第 54巻第 11号，
報告）

　準入賞の木村氏らの論文は，歩行が自立していない急性期脳卒中患者に対する長下
肢装具を用いた歩行練習が，移動能力に及ぼす影響を調査したもの。急性期病院の退
院時だけでなく回復期病院の退院時まで追跡して調査し，早期からのリハビリテーシ
ョンの有効性を長期的視野に立って証明した点が特に評価された。論文著者を代表し
て木村氏は，「長下肢装具の使用効果を示す根拠が少ない状況の中で，長下肢装具を
用いた早期歩行練習が身体機能と移動能力の長期予後に寄与していることを証明し，
その有効性が高いことを示した点で意義がある」と自身の研究を振り返った。
　『理学療法ジャーナル』誌では，本年も掲載された投稿論文から第 33回「理学療法
ジャーナル賞」を選定する。詳細については『理学療法ジャーナル』誌投稿規定（

-shoin.co.jp/journal/551/instruction）を参照されたい。

第32回「理学療法ジャーナル賞」 WHOの推奨から学ぶ
エビデンスに基づく分娩期ケア

永井 真理　国立国際医療研究センター国際医療協力局専門職

　「エビデンスに基づく医療」という
言葉は広く使われているが，一つひと
つの医療行為がどの程度のエビデンス
に基づいているのか，疑問に思ったこ
とはないだろうか。そんな時に参考に
なるのが，世界保健機関（WHO）が
公開している推奨である。
◆ エビデンスと実践に基づいた推奨は 

どのように作られているのか？
　WHOからは感染症を含むさまざま
な疾患に関し，予防から治療まで，数
多くの推奨が公開されている。2007
年以降，これら全ての推奨は，WHO
ガイドライン作成の手引き 1）（約 300
ページ）に定められている手順に厳格
に従って，利益相反のない外部の臨床
家や研究者たちが医療行為の要・不要
を検証することで作られている。
　まず，臨床上の重要な問題を同定す
る。その問題一つひとつに対し，どの
ような状態の人がどのような医療行為
を受け，何と比較して，どのような結
果であったか，世界中の研究データの
系統的レビューを行う。さらに，その
医療行為に必要なリソース，費用対効
果，公正性（患者間の格差助長につな
がらないか）なども検討する。
　数年がかりでこれらの過程を経て，
1つの医療行為に対し，1～2文による
「推奨項目　Recommendation（要・不
要）」が作成される。また，それを補
完する「注釈　Remarks」も非常に重
要で，この 2つはセットで読まれるこ
とが想定されている。最後に，やはり
第三者組織であるガイドラインレビ
ュー委員会がその質を厳密にチェック
したのち，WHOから出版される。
◆ 女性が「ポジティブな出産体験」の 

機会を得られるための分娩期ケア
　そのようにして出版された推奨集の
1つが，今回和訳された『WHO推奨　
ポジティブな出産体験のための分娩期
ケア』（医学書院）である。妊娠・出
産と新生児に対するさまざまな医療行
為のエビデンスを検証した一連の
WHOガイドラインの一冊で，原著 2）

は 2018年に出版された 。特徴的なの
は，「ポジティブな出産体験のための」
とのタイトルが示す通り，出産する女
性自身がその医療行為をどうとらえた
かも検証した点である。女性および新
生児の生命を最重要アウトカムとしつ
つ，その医療行為は女性にとって喜ば
しい体験となるのか，という観点から，
質的研究の系統的レビューが加えられ
た。2016年に出版された産前ケアの
推奨集 3）にも同じタイトルが使われて
いる。
　医療従事者が女性に正確な情報を十
分に提供し，相談に乗り，それを基に

女性自身が自らの価値観に基づいて判
断する機会があり，その判断を医療従
事者が尊重する。こうした一連の流れ
を通して，「できるだけ安全で，かつ，
できるだけ喜ばしい」妊娠出産が実現
される。妊娠・出産は長い人生からみ
ると一瞬で過ぎてしまう通過点である
が，「色んな情報を基に，相談しながら，
最後は自分が決める」ポジティブな体
験は，女性にとっても非常に大切であ
る。その経験は，「子どもをどう育て
るか」「自分はどう生きるか」「産むか
産まないか」など，パートナーや子ど
もや社会との関係性にも影響を与え
る。そして，その後の人生を精神的に
自立して歩むことにつながるだろう。
妊娠出産にかかわる全ての医療従事者
が，できるだけ多くの「ポジティブな
出産体験」の機会を提供できることを
願う。

＊
　WHOの推奨に強制性はなく，どの
推奨項目をどのように現場に取り入れ
るかは，その国や現場の判断に任され
ている。現場の医療従事者が 1人でで
きることは限られており，ある推奨項
目を取り入れ根付かせるためには，さ
まざまな関係者が協力体制を組む必要
がある。今回の和訳が，そのような関
係者が集まり話し合うきっかけになる
ことを願っている。WHOからは，妊
娠出産やそれに関連する合併症，避妊
や性感染症，子宮頸がんまで，女性の
健康に関するさまざまな推奨が出てお
り，新しい研究結果が出ればその都度，
ウェブサイト 4, 5）で推奨もアップデー
トされているので，ぜひ一度目を通し
ていただきたい。
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　私のMKSAPとの最初の出合いは，
2000年にハワイ大総合内科（GIM）
プログラムに入ってからのこととな
る。毎年全米の GIMプログラムのレ
ジデントが In-service 
examination を 受 け，
プログラムのみでな
く，自分の順位を知る
ことになる。各プログ
ラムディレクターは，
レジデントのために
MKSAPや参考書の購
入などを行い，研修内
容の充実とともに各プ
ログラムの評価を重ん
じた。そして，それ故
に，MKSAPには，米
国内科学会が GIMの
教育のために作成した
良問が収載されている。
　MKSAPでは，現病
歴，既往歴，薬剤，身体所見，L／D
などが提示された症例問題から，鑑別
疾患をいくつか考えさせ，そして，現
在ガイドラインで推奨されている診療
スタンダードを問うものが多く出題さ
れている。また，その解説が秀逸であ
り，その問題を解いているだけで診察

状況を思い描くことができる。私も，
帰国して，2012年に前任地にて GIM
プログラムの立ち上げに関与してき
た。勉強会では，MKSAPを使用し，

GIM専攻医には，In-
service examination を
受験してもらった。
　それから早 10年が
経過した。この内科専
門医問題集は，前任地
で GIMプログラムの
立ち上げで一緒に汗を
流した米国内科専門医
である 2人のチーフエ
ディターにより監修が
なされ，各所にさまざ
まな工夫が凝らされて
いる。まず，この内科
専門医問題集は，上記
のMKSAPのコンセプ
ト（問題の構成，解説，

ガイドライン準拠，web版の利用）を
盛り込み，さらに，日本内科学会専門
医試験にも対応できる内容となってい
る。これは，まさに総合内科（GIM）
の新たな幕開けにふさわしい問題集で
ある。

総合内科の新たな幕開けに
ふさわしい問題集
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